
はじめに 
　最近，真空管のパワー・アンプを製作するマニアが増加しているようで

すが，半導体アンプの人気は今ひとつの感があります． 
　確かに，真空管の外観の存在感には負けますが，価格や大きさが手軽で，技術の広がりを 

考慮すると半導体アンプを製作する意義は大きいと思います． 
　半導体アンプが嫌われる原因に，「壊れやすい」，「発振しやすい」，「定番の回路がない」などが挙げら 

れますが，今回はこの点を考慮した製作例を紹介します． 
　今回製作したパワー・アンプは，写真1に示すAB級10Wのものですが，同じプリント基板を使用し，電源パ
ワーを増大するだけでAB級100W程度までのパワー・アンプを製作できます．また，ひずみの少ないA級パ

ワー・アンプや計測用の直流パワー・アンプの製作にも使用できます． 

パワー・アンプを製作する 
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パワー・アンプの回路について

図1（a），（b），（c）が，今回製作したパワー・ア

ンプの回路図です．また，実体配線図を図2に示

します．回路構成は，低雑音OPアンプとして有

名なAD797を参考にしました．動作の説明や特

性，そしてシミュレーション結果をエレキジャッ

クのホームページのオーディオ工房（http：

//www.eleki-jack.com/audio2/）に記載し

てありますので，そちらも参考にしてください．

図1（a）のTr1～Tr11までが電圧増幅段で，

フォールデット・カスケードと呼ばれています．

Tr1 ，Tr2 ，そしてTr3 ，Tr4が並列に接続されて

いるのは，大出力のアンプを製作する場合，電源

電圧が高くなり許容損失を超えてしまうのを防ぐ

ためで，その対策として並列接続にします．また，

並列接続にすると雑音も少なくなります．

今回は，出力10WなのでTr1 ，Tr4は使用して

いません．Tr5 ，Tr7 ，Tr8 ，Tr10 ，Tr11はTO-92，

TO-126，TO-220いずれの外形でも実装でき，パ

ワー・アップに対応しています．

Tr12～Tr17までが電流増幅段で，2段コンプリ

メンタリ・エミッタ・フォロワ回路です．Tr12 ，

Tr13は，Tr16 ，Tr17に過大電流が流れて破壊する

のを防ぐ出力電流制限回路になっています．

20W以上のパワーが必要な場合には，Tr16，

Tr17の後段に，さらにTO-3Pのパワー・トランジ

スタを接続して，3段エミッタ・フォロワにして

ください．

IC1の回路は，出力に直流が発生するのを防ぐ，

スーパサーボと呼ばれる回路です．したがって，

直流増幅器として使用したい場合はIC1の回路は

不要です．

この回路には，5個の半固定抵抗を使用してい

ます．RV1は，直流増幅器として使用するときの

直流オフセット調整用です．今回は，IC1で直流

の値がゼロに制御されるので直流が不要で，RV1

は不要になるため短絡しておきます．

Tr6は，電圧増幅段の直流バイアス電圧を決定

するための定電流回路です．RV2は定電流値を正

確に調整したい場合に使用します．今回は，Tr6を

取り付ける前にIdssを計測し，IdssにしたがってR11

の値を決定し，RV2は使用しません．

Idssはゲートとソースを短絡し，ドレインとソー

ス間に電圧を加えたときに流れる電流です．図3

（a），（b）に，1mAの定電流にするためのR11と

Idssの関係を示します．

30Wを超える出力電力が欲しい場合，A±の電

圧が30V近くになります．その場合は，Tr6に耐

圧が100Vある2SK373を使用するか，JCのジャ
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